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ユーザーマニュアル
1. RAMへのサスペンド機能サポート
2. CPU過電圧保護
3. デュアルBIOSサポート
4. PS/2マウスでシステムパワーオン：CMOSセットアップで設定すると、マウスの右ボタンまたは左ボタンをダブルクリックすることで、システムの電源をオンにすることができます。
5. キーボードでシステムパワーオン：お使いのATX電源がスタンバイ電源として300mA 5V 以上をサポートするなら（キーボードの仕様にも依存します)、CMOSセットアップ“Keyboard power on” で指定したパスワードを入力することでシステムの電源をオンにすることができます。 

6. 3段階表示ACPI LEDをサポート
7. モデム　リング－オン (COM A,B)
8. ウェイク-アップ オン ラン：(スタンバイ電源720 mA 5V以上のATX電源をご使用の場合)
Pentium( II / III / Celeron Processor MAINBOARD
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I. クィック インストールガイド：
CPU SPEED SETUP

　システムバスクロックは、66 / 100 MHzを選択できます。変更はディップスイッチ (SW)の設定で、CPUに応じて233-650MHzで設定します。
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(注： システムスピードを 75、83、112、124、133MHzに設定することは推奨しません。これらの周波数は、CPUやチップセット、その他多くの周辺機器の標準的性能ではないからです。システムが75,83,112,124, 133MHzで安定動作するかどうかは、CPU、SDRAM、カード類などのハードウェア環境に依存します。
Frequency Table:

FREQ. RATIO
DIP SWITCH (SW)


1
2
3
4

X 3
O
X
O
O

X 3.5
X
X
O
O

X 4
O
O
X
O

X 4.5
X
O
X
O

X 5
O
X
X
O

X 5.5
X
X
X
O

X 6
O
O
O
X

X 6.5
X
O
O
X

X 7
O
X
O
X

X 7.5
X
X
O
X

X 8
O
O
X
X

X 8.5
X
O
X
X

X 9
O
X
X
X

X 9.5
X
X
X
X

1. Pentium( II / Celeron  233 / 66 MHz FSB
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Pentium( II / Celeron 266 / 66 MHz FSB
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Pentium( II / Celeron 300 / 66 MHz FSB
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Pentium( II / Celeron 333 / 66 MHz FSB
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Pentium( II / Celeron 366 / 66MHz FSB
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Pentium( II / Celeron 400 / 66MHz FSB
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Pentium( II / Celeron 433 / 66MHz FSB
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Pentium( II 350 / 100 MHz FSB
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Pentium( II 400 / 100 MHz FSB
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Pentium( III 450 / 100 MHz FSB
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Pentium( III 500 / 100 MHz FSB
12. [image: image48.png]Plug and Play BIOS Propetties

enel] Setigs Dt |

O Plug and Play BIDS
Provider. Microsaft
Date: 5111998

To view detais about the diver fles oaded for tis device, cick
Diiver File Detais. To update the diver il fo this devics, clik
Update Ditver

Diver i Detais. | [ Updae Biver

oK Cancel




Pentium( III 550 / 100 MHz FSB
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Pentium( III 600 / 100 MHz FSB
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Pentium( III 650 / 100 MHz FSB
II. ジャンパー設定：
SPK : 外部スピーカー/内部ブザー コネクター
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RST : リセットスイッチ
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PW LED : パワーLEDコネクター


[image: image4.wmf]CPU

Intel

440BX

PIIX4

BX2000

Main

BIOS

Backup

BIOS

SW

PIN No.

Function

1

LED +

2

LED 

-

3

LED 

-

+

-

-

1


HD : IDEハードディスク アクティブLED
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IR : 赤外線コネクター (オプション)
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GN : グリーン機能スイッチ
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Soft POWER : ソフト電源オンコネクター
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ATX POWER : ATX電源コネクター

[image: image10.wmf]CPU

Intel

440BX

PIIX4

BX2000

Main

BIOS

Backup

BIOS

SW

Pin No.

Function

3,5,7,13,1

5-17

GND

1,2,11

3.3V

4,6,19,20

VCC

10

+12V

12

-12V

18

-5V

8

Power Good

9

5V SB stand by+5V

14

PS-ON(Soft On/Off)

1

11


PS/2 マウス / キーボード コネクター

[image: image11.wmf]CPU

Intel

440BX

PIIX4

BX2000

Main

BIOS

Backup

BIOS

SW

PS/2 Mouse/ Keyboard

Pin No.

Function

1

Data

2

NC

3

GND

4

VCC(+5V)

5

Clock

6

NC

PS/2 Keyboard

PS/2 Mouse


USB : USBポート
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CPU FAN : CPUクーラーファン電源コネクター
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POWER FAN : 電源ファンコネクター
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PANEL(System)FAN : パネル(システム)ファンコネクター
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IDE1: プライマリ IDEポート
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JP1 : キーボードパワーオン選択
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J15: AC復帰後のシステム状態設定
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JP7: ウェイク オン ラン
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JP8:SB-LINK クリエイティブPCIサウンドカードサポート
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JP11 : システムアクセラレーター
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JP12 : 筐体開放警告機能
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JP14 : CMOSクリア機能
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JP18/JP19 : Single / Dual BIOS (オプション)
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JP13 / JP17 : クローズ STR 有効(Enable)

(STR機能を使用したい場合には、JP13/JP17をクローズしてください)
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JP16 : STR LED コネクター.
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J16: リング電源オン
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BAT1 :バッテリー
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III. 最高パフォーマンス設定（テストしてみてください）:
　有名なベンチマークプログラムを使った場合のテスト結果を紹介します。 

　次のリストにしたがって設定すると、本メインボードの最高パフォーマンス設定になります、しかし、お使いのメモリー等の環境によっては動作しないかもしれません。
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以下のデータは、ユーザーの参照のために用意したものです。ユーザーが独自の環境で使用することを妨げるものではありません。（異なった環境下ではベンチマークテストの結果も変わります） 

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
CPU
Pentium( II / III processor

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
DRAM
(32 x 2) MB SDRAM (MICRON MT 48LC2M8A1 -8)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
CACHE SIZE
512 KB included in CPU

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
DISPLAY
GA-630 AGP Display Card (4MB SGRAM)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
STORAGE

Onboard IDE (Seagate ST34520A)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
O.S.
Windows NT™ 4.0 (Service Pack 4)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
DRIVER
Display Driver at 1024 x 768 x 16bit colors x 75Hz.

TRIONES Bus Master IDE Driver 3.60

Processor
Intel Pentium( II / III


350MHz(100x3.5)
500MHz(100x5)
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Hi-End Disk
10400
10600

Business Graphics
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Hi-End Graphics
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IV. RAMへのサスペンド機能(STR)のインストール
A.1 STR機能とは:
RAMへのサスペンド機能(Suspend-to-RAM (STR))は、Windows98 ACPI のスリープモード機能です。STR (S3) スリープモードから復帰する際、システムがスリープモードなったときの状態に復帰し、数秒でシステムが使用できる状態になります。このシステムの “状態” は、スリープ直前にメモリー (RAM)に保存されます。STRスリープモード中、システムは、システムの情報や機能、そして、復帰後の状態情報や復帰信号を待機するするためのエネルギーのみを使用します。
A.2 STR 機能のインストール
STR機能を確実にインストールするため以下の記述に従ってください。
Step-by-Stepセットアップ
Step 1: 

STR機能を使用するには、システムはWindows 98 ACPI モードでなくてはなりません。
  Windows 98を ACPIモードにする方法は簡単です。
2つの方法があります:

1. Windows 98 CDを利用する方法:

A. Windows 98 CD を CD-ROM ドライブにセットし、スタート－ファイル名を指定して実行を選択します。 

B.  名前に“D:\setup /p j” と入力し、エンターキーを押すか、OKをクリックします。
C. セットアップが終了したら、CDを取り出しシステムを再起動してください。
       (ここでは、CD-ROMドライブをドライブDとして記述していますD:). 

2. Windows98 APM モードからのアップデート:

 Windows98のシステムがAPMモードのときは、次の記述に従ってACPIモードのアップデートしてください 
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“デバイスマネージャ”タブをクリックし、“システムデバイス”を選択します。“Plug and Play BIOS” をクリックし、“プロパティ”を選択します。  
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“ドライバー”－“ドライバーのアップデート”を選択します。 
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5.   デバイスドライバーをアップデートするウィザードが表示されます。“次へ ”ボタンを押します。
[image: image57.png]Control Panel [-[Ofx]

».@‘% @‘@‘X ENE

Fond U Cn  Coy  Pate | Undo | Deleie Puopaties | Views
Cortol Parel

booesshily  AddNew  AddRemove  Date/Time
Opions . Hardware  Progams

Control i i

Panel A A & &
Forts Game  Imemet  Keybod

Power Management Controllers

Changes Pawer

Ranagemment setings M 22
Mowe  Muimeds  Newok  Pssowords

Microsoft Home
Technical Support

w
©
q

Printers  Regional
Selings

Telephory

1 abject(s] selected |Changes Power Managsment setting:| =] My Computer




6.     デバイスドライバーをアップデートするウィザード画面で、ドライバーを検索するのではなく、一覧を表示するように選択し、”次へ”をクリックしてください。 

7.  “すべてのハードウェアを表示”から “Advance  Configuration and Power Interface (ACPI) BIOS” を選択し“次へ”ボタンを押します
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8.    ドライバーのアップデートを警告する画面が表示され、ドライバーをアップデートしますか、と尋ねられたら “はい”ボタンを押してください。
9. デバイスドライバーをアップデートするウィザードがサイド表示されます。“次へ”をクリックし、ファイルをシステムにコピーしてください。    


10. 終了したら “終了”ボタンを押してください。
11. コンピューターを再起動すると、システムはACPIモードで起動します。
Step 2:

STR機能を使用する場合には、 本マザーボードのジャンパー JP13 & JP17 を下記の図に従いクローズしてください (すなわち、ジャンパーキャップを取り付けます).
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Step 3:

コンピューターの電源を入れ、メモリーのカウントが始まったら <Del>キーを押してください。BIOS Setupに入ります。“POWER MANAGEMENT SETUP”で “ACPI Suspend Type: Suspend to RAM”に設定します。設定の変更を保存するようEscキーを押して、MainMenuで “SAVE & EXIT SETUP”を選択してください。 

おめでとう! 以上でSTR機能を使用する準備ができました。 
A.3 システムをSTRモードにする方法は? 


2つの方法があります:

1.Windowsのシャットダウンで “スタンバイ”を選択します。 
A.スタートメニューで”シャットダウン”を選択します。 

       B.“スタンバイ”を選択し “OK”を押します。



2. 
STRスリープモードに入るボタンを指定し、それを利用します。:


A.“マイコンピュータ”をダブルクリックし、“コントロールパネル”を開きます。

B.“パワーマネジメント”をダブルクリックします。

C.   “詳細設定”タブで電源オンボタンを押したとき、スタンバイになるよう指定します。
Step 4:

コンピューターを再起動するとセットアップが完了です。
STRスリープモードに入りたいときは、電源オンボタンを押せばよいのです。
A.4 STRスリープモードから復帰する方法は? 

システムを目覚めさせるには6つの方法があります:

1.  “パワーオン”ボタンを押します 

2.  “キーボード電源オン”機能を利用します 

3.  “マウス 電源オン”機能を利用します 

4.  “アラームによるレジューム” 機能を利用します
5.  “モデムリングオン”機能を利用します
6.  “ウェイクオンラン”機能を利用します
A.5 注意と制限: 

1. STR機能を利用するためには、ハードウェアやソフトウェアに関していくつかの必要条件があります。:

A. ATX電源装置がATX 2.01仕様を満たしていることが必要です (5V Stand-By 電流720 mA以上)。

B. SDRAMが PC-100準拠であることが必要です。 

2.   JP16は、筐体のSTR LED に接続してください。(筐体によってはこのLEDの無いものもあります)STR LEDは、システムが STRスリープモード時に点灯します。 
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3.  当社で個々にテストしてSTRを利用できた周辺機器のリストです。注: 個々のテストは行いましたが、すべての組み合わせでテストすることができないため、当社では特定環境下での動作保証ができません。
A. VGAカード: 
(1)
AGP:
Winfast L2300           
Driver Ver.:
7-1-1998           
(2)
AGP:
ATi 3D RAGE Pro AGP 2X  
Driver Ver.:
535               

(3)
AGP:
ATi RAGE TURBO AGP   
Driver Ver.:
535               

(4)
AGP:
GA-600                 
Driver Ver.:
win95.342          

B. VGA +サウンド カード: 
(1) AGP:
Winfast L2300            
Driver Ver.:
7-1-998           

Sound:
Creative PCI64          
Driver Ver.:
3-18-1998          

(2)
AGP:  
ATi 3D RAGE Pro x2     
Driver Ver.:
535              

Sound:
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          
(3)
AGP:  
ATi RAGE TURBO AGP 
Driver Ver.:535              

Sound:
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          
(4)
AGP: 
GA-600                 
Driver Ver.:
win95.342          

Sound:
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          
C. VGA + LAN カード: 
AGPカード:
Winfast L2300           
Driver Ver.:
7-1-1998           



ATi 3D RAGE Pro AGP 2X  
Driver Ver.:
535               



ATi RAGE TURBO AGP   
Driver Ver.:
535               



GA-600                 
Driver Ver.:
win95.342          

LANカード:
Intel E100B(82557)    
Driver Ver.:
WIn98 embedded    



Intel PILA8461(82558B)
Driver Ver.: WIn98 embedded    


  
Intel PILA8465(82558)
Driver Ver.:
WIn98 embedded    



SMC9432TX       
Driver Ver.:
WIn98 embedded    



SMC EtherPower   
Driver Ver.:
WIn98 embedded    



D-Link DFE-500TX  
Driver Ver.:
WIn98 embedded    



D-Link DE-530CT   
Driver Ver.:
WIn98 embedded    


  
D-Link DE-220P    
Driver Ver.:
WIn98 embedded    

   
3COM 3C900      
Driver Ver.:
10-29-1998    



3COM 3C905B-TX  
Driver Ver.:
10-29-1998       


   
3COM 3C905      
Driver Ver.:
10-29-1998   


  
Digital LM-P100TX        
Driver Ver.:
WIn98 embedded    



Digital DE500-BA   
Driver Ver.:
WIn98 embedded    


  
Adaptec ANA-6911/TX 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    

D. VGA +Sound+LAN カード: 
(1)AGP:  
Winfast L2300           
Driver Ver.:
7-1-1998           

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:   
Intel PILA8461(82558B) 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    

(2)
AGP:  
Winfast L2300           
Driver Ver.:
7-1-1998           

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:   
Intel PILA8465(82558) 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    
(3)AGP:  
Winfast L2300           
Driver Ver.:
7-1-1998           

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

Lan:   
3COM 3C905B-TX 
Driver Ver.:
10-29-1998     
(4)AGP:  
ATi 3D RAGE Pro AGP 2X 
Driver Ver.:
535                  

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:   
Intel PILA8461(82558B) 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    

(5)
AGP:  
ATi 3D RAGE Pro AGP 2X 
Driver Ver.:
535               

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:  
Intel PILA8465(82558) 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    
(6)AGP:  
ATi 3D RAGE Pro AGP 2X 
Driver Ver.:
535          

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:  
3COM 3C905B-TX 
Driver Ver.:
10-29-1998     
(7)AGP:  
ATi RAGE TURBO AGP
Driver Ver.:
535                  

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:
Intel PILA8461(82558B) 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    

(8)AGP:  
ATi RAGE TURBO AGP
Driver Ver.:
535               

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:   
Intel PILA8465(82558) 
Driver Ver.:
WIn98 embedded    
       (9)AGP:  
ATi RAGE TURBO AGP 
Driver Ver.:
535          

Sound:  
Creative PCI64         
Driver Ver.:
3-18-1998          

LAN:
3COM 3C905B-TX 
Driver Ver.:
10-29-1998     
E. SDRAM: 
(1)
SDRAM: Apacer (AM2V168A1T8) 

32MB
(2) 
SDRAM: Trandscend (MITSUBISHI M5M4V16S30BTP –10) 
32MB 

(3)
SDRAM: BUFFALO(NEC D4516821AG5-A10-75F)
 
32MB

(4)
SDRAM: HYUNDAI (HYUNDIA 7V75A400 DTFG-10P) 

32MB 

(5)
SDRAM: ATP (SEC KM48S2020CT-G8 ) 

32MB

(6)
SDRAM: CRUCIAL (MICRON MT48LC2M8A-8) 

32MB 
(7)
SDRAM: BUFFALO (FUJITSU 81F16822D-102LFN M00) 
32MB 

(8)
SDRAM: UMAX (MITSUBISHI M5M4V16S30DTP –8) 

32MB

(9)
SDRAM: UMAX (MITSUBISHI M5M4V16S30BTP –10) 

32MB

(10)
SDRAM: ARMAS (NEC D4564841G5-A10) 


64MB

(11)
SDRAM: SAMSUNG (SEC KM48S8030CT-GA) 

64MB

(12)
SDRAM: BUFFALO (MICRON MT48LC2M8A1-8) 

64MB
(13) SDRAM: ADTEC (MITSUBISH M5M4V64S30ATP-8) 

128MB 

  (14) SDRAM: (NEC D4564441G5-A10-9JF) 


256MB

F. 電源装置: 

Vender
Model
Spec.

(1). HIGH POWER
HPC-250G1  REV:A0-01
(5VSB 1A)

(2). PC WINNER
ST-235ATX
(5VSB 1.5A)

(3). Enhance 
ATX-725B
(5VSB 1A)

(4). Enhance 
ATX-723B
(5VSB 1A)

(5). Sseasanic
SS-200FS
(5VSB 1A)

(6). SPI
FSP-235-60GT
(5VSB 0.8A )

(7). ETASIS
EPR-2305
(5VSB 0.8A)

(8). DVE
DSP-ATX-230
(5VSB 0.75A)

5. 制限:

a. STRモードから復帰した直後、すぐに STRモードには入らないでください。数分間待ち、完全に最終のデーターを読み込み終わり状態が復帰してからにしてください。
b. SCSI HD機器は現在のところSTR機能には対応していません。
c. 外部接続タイプの ZIPドライブを使用している場合には、BIOS 設定の“INTEGRATED PERIPHERALS”にある“Parallel Port Mode”を “ECP or ECP+EPP”モードに設定してください。
d. お使いのPS/2マウスで“マウス電源オン”機能が実行できないときは、マウスのメーカーに連絡しドライバーを更新するなどしてください。

V. Dual BIOS 紹介

A. Dual BIOS 技術とはどのようなものですか?


　DualBIOS技術は、Giga-Byte Technologyが知的財産権を保有する技術です。この技術のコンセプトは、フォールトトレランス理論などに基づいています。 DualBIOSTM 技術は、マザーボード上に2つのシステムBIOS(ROM)を搭載している、という意味です。一方がメインBIOSで、他方がバックアップBIOSです。メインボードは、通常はメインBIOSで動作しています。しかし、メインBIOSがさまざまな理由で損傷を受けたり破壊されたとき、システムの電源を入れるとバックアップ BIOSが自動的に使用されるのです。PCは、BIOSが損傷を受ける前の状態で動作し、ユーザーは問題がまったく生じていないかのように感じるのです。
B. Dual BIOSの使い方
a. 起動画面
b. Dual BIOS ユーティリティ
c. Dual BIOS 項目説明:


Wide Range Protection: Disabled(初期値),  Enabled


Status 1:

  
　電源オンの後、OSを読み込む前にエラー(例： Update ESCD失敗、チェックサムエラーなど)がメインBIOSに生じた場合、Wide Range Protection が“Enable”のとき、PCは自動的にバックアップBIOSで起動します。

 Status 2:

   周辺機器(SCSIカードや LAN カードなど)上のROM BIOS が、ユーザーが変更を加えた後システム再起動を要求しても、起動の際に使用されるBIOSはバックアップBIOSに変更されません。 
Halt On BIOS Defects : Disabled(初期値),  Enabled

　BIOSにチェックサムエラーが生じたとき、またはメインBIOSに WIDE RANGE PROTECTION エラーが生じたときで Halt On BIOS Defects が Enableのとき、起動画面にメッセージが表示され、システムが停止し、ユーザーの指示を求めます。
    
Auto Recovery :Disabledのとき、 <or the other key to continue.>と表示されます。
 
 Auto Recovery :Enabledのとき、 <or the other key to Auto Recover.>と表示されます。
Auto Recovery : Enabled(初期値),  Disabled

　メインBIOSかバックアップBIOSにチェックサムエラーが生じたとき、動作できるBIOSが自動的にチェックサムエラーを回復します。
(BIOS設定のPower Management Setupで、ACPI Suspend  Type が Suspend to RAMに設定されている場合には、Auto Recoveryは自動的に Enableに設定されます)

(BIOS設定画面に入るには、起動画面が表示されたら “Del” キーを押してください) 

Boot From : Main BIOS(初期値),  Backup BIOS

Status 1:

    
　起動する際に使用するBIOSを、メインBIOS・バックアップBIOSから選択できます。  

Status 2:


 メインBIOSまたはバックアップBIOSが壊れたら、“Boot From : Main BIOS(Default)” は灰色で表示され、ユーザーは変更できません。
BIOS Recovery : Main to Backup
自動回復メッセージ:


BIOS Recovery: Main to Backup


メインBIOSが通常動作し、自動的にバックアップBIOSを回復します。 


BIOS Recovery: Backup to Main

バックアップBIOSが通常動作し、自動的にメインBIOSを回復します。
(この自動回復ユーティリティは、システムにより自動的に設定され、ユーザーは変更できません)
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  DualBIOSTM 技術 FAQ
　Gigabyte Technology は、"DualBIOS"™、すなわちBIOSの瞬時交換 "hot spare" 機能を紹介します。この最新の付加価値機能は、Gigabyteの研究の成果で、Gigabyte  GA-BX2000マザーボードのみで使用できます。今後のGigabyteマザーボードにも順次搭載していく予定です。 

DualBIOSTM とは

　DualBIOSを搭載したGigabyteマザーボードには、物理的に2つのBIOSチップが搭載されています。説明を簡単にするため、一つを"プライマリ"BIOS (通常にシステムを起動させるBIOS)、もう一つを "セカンダリ"BIOS(瞬時交換用といえばよいでしょうか)と呼ぶことにします。もし、"プライマリ"BIOSが使用できなくなったら、"セカンダリ"BIOSが次回システム起動時に使用されるのです。しかも、システム使用不可時間はゼロです。問題がBIOSアップデートの失敗であっても、ウイルスなどによるものであっても、結果は同じです。もう一つのBIOSが自動的に使用されるのです。
I. Q: DualBIOSTM 技術とはどのようなものですか
Answer:

　DualBIOS技術は、Giga-Byte Technologyが知的財産権を保有する技術です。この技術のコンセプトは、フォールトトレランス理論などに基づいています。 DualBIOSTM 技術は、マザーボード上に2つのシステムBIOS(ROM)を搭載している、という意味です。一方がメインBIOSで、他方がバックアップBIOSです。メインボードは、通常はメインBIOSで動作しています。しかし、メインBIOSがさまざまな理由で損傷を受けたり破壊されたとき、システムの電源を入れるとバックアップ BIOSが自動的に使用されます。PCは、BIOSが損傷を受ける前の状態で動作し、ユーザーは問題がまったく生じていないかのように感じるのです。
II. Q: なぜ、みんなが DualBIOSTM 技術を搭載したマザーボードを使用する必要があるのですか?   

Answer:

　今日、システムBIOSが損傷を受ける機会が増えています。よくある原因としては、ウイルスによる攻撃、BIOSアップデートの失敗、そして、BIOS(ROM)チップ自体の破損、があります。
1.
新種のコンピューターウイルスで、システムBIOSを攻撃し破壊するタイプのものが多く見つかっています。BIOSコードを破壊する結果、PCは不安定になり、通常起動できなくなります。
2.
電力が供給されなくなったり、サージするとBIOSデーターは損傷を受けます。BIOSアップデート中に、ユーザーがリセットボタンや電源ボタンを押した場合にBIOSデーターは損傷を受けます。
3.
ユーザーが、間違ったBIOSファイルでメインボードのBIOSをアップデートしたら、システムは正常に起動できません。PCシステムは、起動中に止まってしまうか、起動さえできなくなります。
4.
フラッシュROMファイルの寿命は、電気的特性で決定します。現代のPCはPlug and Play BIOSを搭載し、自動的に内容が書き換えられます。ユーザーが頻繁に周辺機器を変更すると、フラッシュROMが損傷を受ける可能性が少しでも生じるのです。
　Giga-Byte Technologyがパテントを保有するDualBIOSTM 技術を利用すると、上記の理由でシステム起動中に停止したり、BIOSデーターが失われたりする可能性が著しく低減します。この新技術により、BIOSの損傷によるシステムダウン時間はなくなり、修理するコストも必要ないのです。
III. Q: DualBIOSTM 技術の仕組みを教えてください
Answer:

1.
DualBIOSTM 技術は、システム起動手順を広範囲に保護します。POST、ESCDアップデートからPNP検出/割り当てに至るまでBIOSを保護します。
2.
DualBIOSTM はBIOSを自動的に修復します。起動に使用される第1BIOSが正常に動作しなかったり、BIOS チェックサムエラーが生じた場合でも、システム起動が可能です。DualBIOSTM ユーティリティの "Auto Recovery" 項目の設定で、メインBIOSやバックアップBIOSが損傷を受けた場合、DualBIOSTM 技術が自動的に正常なBIOSを使用し、損傷を受けたBIOSを修復します。
3.
DualBIOSTM では、手動でBIOSの修復を行うこともできます。DualBIOSTM 技術はビルトイン フラッシュユーティリティを搭載していて、システムBIOSをメイン/バックアップ間で書き込むことができます。 OS上で動作するフラッシュユーティリティは不要です。
4.
DualBIOSTM には一方向フラッシュユーティリティも搭載しています。このビルトイン一方向フラッシュユーティリティで、損傷を受けたBIOSデーターを正常なBIOSとして修復に利用せず、正常なBIOS(メイン/バックアップ) を修復に使用します。正常なBIOSに書き込みが行われることも防止できます。
IV. Q: DualBIOSTM 技術が必要となるのはどのようなユーザーですか?

Answer:

1.コンピューターウイルスの進出により、すべてのユーザーにDualBIOSTM が必要といえます。毎日、システムBIOSを破壊する新種のBIOS型ウイルスが発見されています。市場にある製品の多くでは、この種のウイルスには対抗することができません。DualBIOSTM 技術がPCを保護する根本的で芸術的とさえいえるソリューションなのです。:

ケース I.) 邪悪なコンピューターウイルスが、システムBIOSを消去してしまった場合、従来からあるシステムBIOSを一つ搭載したPCでは、修理が完了するまで使用することができません。
ケース II.)  DualBIOSTM ユーティリティの"Auto Recovery"がenabled(有効)に設定されていれば、ウイルスがシステムBIOSを破壊しても、バックアップBIOSが自動的にシステムを再起動し、メインBIOSを修復します。
ケース III.) メインBIOSから起動したくない場合には、DualBIOSTM ユーティリティに入り、手動でバックアップBIOSから起動するように変更することもできます。
2.すべてのユーザーにとってBIOSアップグレードが必要な時代です。
BIOSアップグレード中や後に、DualBIOSTM がメインBIOSの損傷を検出すると、バックアップBIOSから自動的にシステムが起動します。さらに、メインBIOSとバックアップBIOSで起動中のチェックアップサムをベリファイします。 DualBIOSTM 技術は、電源がオンの間、BIOSの動作が正常であることを確実にするため、メインBIOSとバックアップBIOSのチェックサムを調査します。
3.
パワーユーザーは、メインボード上に2つのバージョンの異なるBIOSを搭載するという利点を利用できます。どちらのバージョンのBIOSが、使用中の環境に最適であるかを選択することができるのです。
4.
ハイエンド デスクトップPCやワークステーション/サーバーを柔軟に活用することができます。DualBIOSTM ユーティリティで、"Halt On When BIOS Defects,"を有効(enabled)に設定するとメインBIOSが破壊されたら警告メッセージを表示します。多くのワークステーション/サーバーでは、サービスを停止することなく連続して動作することが必要です。このような場合に、"Halt On When BIOS Defects"をdisabled(無効)に設定するとシステム起動中の停止がなくなります。さらに、Giga-Byte's DualBIOSTM 技術では、将来のBIOS拡張の必要に応じ、現在の 2 Mbit BIOS 2個から 4 Mbit BIOSへの変更もできるようになっているのです。
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1.
導入
1.1. はじめに

　BX2000メインボードをお買い上げいただきありがとうございます。BX2000は、Pentium( II/III/Celeronプロセッサー用のPC/AT換機用AGP/PCI/ISAバス搭載メインボードです。最高のPC/ATシステムを実現できるよう設計されています。皆さんの必要とする新機能を満載したBX2000をぜひご活用ください。
　本マニュアルは、メインボードを動作させるために必要な情報、BIOSの設定方法などについて解説しています。
1.2. 特徴
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
Intel Pentium( II / III / Celeron プロセッサーベースのPC/AT互換機用メインボード
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
Pentium( II / III / Celeron プロセッサー 233-650MHz対応のスロット1搭載
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
Intel 440BX チップセットを使用し、AGP / SDRAM / Ultra DMA33 IDE / キーボード・マウス電源オン / ACPI機能を搭載。
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
3.3V SDRAM DIMM モジュールを使用できるDIMMスロット4本
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
Intel LDCM( ネットワーク管理
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
8 MB – 1GB SDRAM 対応
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
ECC/Non-ECC タイプのDRAMサポート
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
拡張スロット AGPx1・PCIx5・ISAx2
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
2チャネルUltra DMA 33 IDEで4つの機器をサポート
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
COM(16550)x2・LPT(EPP/ECP)x1・フロッピーポートx1
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
USBポートx2・PS/2マウスx1・PS/2キーボードx1
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
AWARD BIOS、2M ビットFLASH RAM
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
Dual BIOSサポート
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
RAMへのサスペンド機能(Suspend To RAM)サポート
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
 CPU過電圧保護
symbol 113 \f "Wingdings" \s 8 \h
30.5 cm x 19 cm ATX フォームファクター・4層基板
1.3. パフォーマンスリスト
　以下のデータは、ユーザーの参照のために用意したものです。ユーザーが独自の環境で使用することを妨げるものではありません。（異なった環境下ではベンチマークテストの結果も変わります）
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
CPU
Pentium( II / III processor

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
DRAM
(32 x 2) MB SDRAM (MICRON MT 48LC2M8A1 -8)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
CACHE SIZE
512 KB included in CPU

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
DISPLAY
GA-630 AGP Display Card (4MB SGRAM)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
STORAGE

Onboard IDE (Seagate ST34520A)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
O.S.
Windows NT™ 4.0 (Service Pack 4)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
DRIVER
Display Driver at 1024 x 768 x 16bit colors x 75Hz.

TRIONES Bus Master IDE Driver 3.60

Processor
Intel Pentium( II / III


350MHz(100x3.5)
500MHz(100x5)

Winbench99



CPU mark32
        906
1260

FPU Winmark
       1800
2550

Business Disk
4260
4440

Hi-End Disk
10400
10600

Business Graphics
169
227

Hi-End Graphics
292
403

Winstone99



Business
27.4
33

Hi-End
24.9
30.8

1.4. ブロックダイアグラム 



1.5. Pentium( II / III プロセッサーについて
図 1:ユニバーサルCPU支持メカニズム
[image: image35.png]



図 2:OEM Pentium( II プロセッサー
図 3:OEM Pentium( III プロセッサー
1.6 AGPとは(
　Accelerated Graphics Port (AGP)はHost-To-PCIブリッジポートです。AGPの主な目的は、システムメモリーへの高速アクセスです。
　AGPは、高速PCIポート(32-bits at 66MHz vs.32-Bits at 33MHz)、もしくは、2xデータ転送レートのAGPポートして動作します。2倍データーレート時には、533MB/sec(66.6*2*4)でデーター転送できます。リードキューでデーターの読み込みも速く、サイドバンドアドレッシングで、データ転送も高速になるのです。
2.
性能
2.1. ハードウェア

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h CPU
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h Pentium(II/III/Celeronプロセッサー 233-650MHz
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 242ピン 66/100MHz スロット1

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h 保護機能
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h CPU過電圧保護機能サポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h CPU FAN異常検出警告、CPUオーバーヒート警告機能
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h CPUオーバーヒート時に自動でCPUスピードを落とす
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h Intel LDCM( サポート

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h ハードウェアモニター電源状態検出((5V,(12V,VGT L,5VSB,CPU電圧,CMOSバッテリー電圧)(オプション)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h スピード
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 66/100 MHz システムスピード
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 66 MHz AGP バススピード(133MHz X2モード)

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 33 MHz PCI-Bus スピード
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 8 MHz AT バススピード

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h DRAMメモリー
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 168ピン DIMMモジュールソケット×４
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 8 / 16 / 32 / 64 / 128 / 256 MB DIMMモジュールサポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 8 ～ 1GB SDRAM

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 3.3V SDRAMサポート

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h ECC / Non-ECC タイプDRAMサポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h Suspend To RAM 機能サポート

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h キャッシュメモリー
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h CPU内に32 KB L1 キャッシュメモリー
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h CPU内に256KB / 512 KB L2 キャッシュメモリー
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h L2キャッシュに対しDIBスピードモードサポート 

symbol  183 \f "Symbol" \s 10 \h I/O バススロット
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 5 33MHz マスター / スレーブ PCI-BUS

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 2 8MHz 16 ビット ISAバス 

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 1 66MHz / 133MHz AGP

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h IDE ポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 2 Ultra DMA/33 バスマスターIDE チャネル搭載 (IRQ14,15使用)

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h Mode 3,4 IDE・ATAPI CD-ROMサポート

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h I/O ポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 2 16550 COM ポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 1 EPP/ECP LPTポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 1 Floppyポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 2 USBポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h PS/2 Mouse & PS/2 Keyboard

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h グリーン機能
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h サスペンドモード サポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h グリーンスイッチ & ACPI LEDサポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h IDE & ディスプレイ パワーダウンサポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h IRQ/DMA/ディスプレイ/ I/Oイベント モニター機能

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h BIOS
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 2M ビット FLASH RAM
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h Dual BIOSサポート
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h Plug & Play、DMI、ACPI 機能サポート

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h サイズ等
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h ATX フォームファクター・4層 PCB

2.2. ソフトウェア
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h ドライバー
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h INTEL バスマスター IDE ドライバー
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h HDサスペンドユーティリティ
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h INTEL LDCM®.

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h BIOS
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h AWARD BIOS

symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h AT CMOS Setup、BIOS / Chipset Setup、Green Setup、Hard Disk Utility 搭載

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h O.S. 
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h MS-DOS(、Windows(95、Windows(98、WindowsNT™、OS/2、NOVELL、SCO UNIXで動作確認

2.3. 環境
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h 周囲の温度
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 0(C ～ +50(C (動作中)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h 湿度
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 0 ～ +85% (動作中)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h 高さ
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 0 ～ 10,000 feet (動作中)

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h 振動
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 0 ～ 1,000 Hz

symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h 電圧
symbol 45 \f "Symbol" \s 8 \h 4.9 V ～ 5.2 V (最大：20A current at 5V.)

3.
ハードウェアのインストール
3.1. パッケージの内容 

パッケージの内容を確認してください。
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
BX2000メインボード
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
CPUユニバーサル支持取り付け具
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
ユーザーマニュアル
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
IDE、フロッピー機器用ケーブルセット
symbol 183 \f "Symbol" \s 10 \h
ユーティリティディスク
　メインボードは、非常に複雑で厳密に作られた機器です。静電気などにより、損傷することを避けるため、ご使用までは製品の入っていた袋に入れて置いてください。
　開封やインストールは、接地された静電気対策済みのマットの上で行ってください。また、作業者は、接地バンドなどで、静電気に対する対策を施して上で作業してください。
　インストール作業前に、パッケージ内容に不足はないか、メインボードに明かな損傷がないかどうかを確認してください。
　パッケージのカートンを開け、メインボードを平らな接地された台の上で取り出してください。ICなどが浮いている場合もあるので、接地対策をした状態で、ICを押して取り付けを確認してください。
symbol 77 \f "Wingdings" \s 10 \hもし、メインボードに異常があるようなら、絶対に通電しないでください。
3.2. メインボードのレイアウト
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(図 3.1(
3.3. ジャンパー & コネクタークイックリファレンス
symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h I/O ポートコネクター

USB
USBポート

PS/2
PS/2 キーボード / マウス ポート

IDE 1
プライマリー IDE ポート

IDE 2
セカンダリー IDE ポート

Floppy
フロッピーポート

COM B
シリアルポート2 (COM B).[外部モデムリングオンサポート]

COM A
シリアルポート1 (COM A).[外部モデムリングオンサポート]

LPT
LPTポート

ATX POWER
ATX 電源コネクター

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  Slot 1

Pentium( II / III / Celeron プロセッサー

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  CPU FAN : CPUクーラーファン 電源コネクター

Pin No.
機能

1
GND.

2
+12V

3
SENSE

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  POWER FAN : パワーファン 電源コネクター

Pin No.
機能

1
GND.

2
+12V

3
SENSE

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  PANEL(SYSTEM) FAN: パネル(システム)ファン 電源コネクター

Pin No.
機能

1
GND.

2
+12V

3
SENSE

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  J15 : AC復帰後のシステム状態

Open
ソフト オフ (初期値)

Short
フル オン

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP1 : キーボードパワーオン選択

Pin No.
機能

1-2 short
キーボードパワーオン　有効

2-3 short
キーボードパワーオン　無効 (初期値)

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP11 : システムアクセラレーター

1-2 short
100MHz ターボもしくは他のクロック

2-3 short
100MHz 通常 (初期値)

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP7 : ウェイク オン ラン コネクター

Pin No.
機能

1
+5VSB

2
GND

3
CTRL-Signal

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP12 : 筐体開放

Pin No.
機能

1
Signal

2
GND

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h SB-LINK : PCIサウンドカード コネクター

Pin No.
機能

1
Signal

2
GND

3
NC

4
Signal

5
GND

6
Signal

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  IR: 赤外線コネクター (オプション)

Pin No.
機能

1
IR DATA OUTPUT

2
gnd

3
IR data input

4
NC

5
power(+)

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP14 : CMOSクリア

Pin No.
機能

1-2 short
CMOSクリア

2-3 short
通常 (初期値)

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP18/ JP19 : Single/Dual BIOS (オプション)

Pin No.
機能

Open
Dual BIOS (初期値)

Short
Single BIOS

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h  JP13 / JP17 :Close STR Enable

Pin No.
機能

1
Signal

2
GND

symbol 116 \f "Wingdings" \s 8 \h リング電源オン

Pin No.
機能

1
Signal

2
GND

JP9 : 2x11ピン ジャンパー
PW : ソフトパワーコネクター






Open: 通常動作





Short: 電源 On/Off
RE : リセットスイッチ





Open: 通常動作





Short: ハードウェアリセットシステム
P+P(P(: パワー LED






PIN 1 : anode (+)






PIN 2 : cathode (()






PIN 3 : cathode (()

SPKR : 外部スピーカーコネクター





PIN 1 : VCC (+)






PIN 2 : VCC






PIN 3 : Data






PIN 4 : Data (()
SPKR : 内部スピーカーコネクター (初期値)






PIN 1 : VCC (+)






PIN 2-PIN3 : Short 






PIN 4 : Data (()
H+H(: IDEハードディスク アクティブLED





PIN 1: LED anode (+)






PIN 2: LED cathode (()
GN: グリーン機能スイッチ







Open : 通常動作





Short : グリーンモード オン
G(G+: グリーン機能LED






PIN 1 : LED anode (+)






PIN 2 : LED cathode (()
3.4. DRAMのインストール
　本メインボードは、8/16/32/64/128/256MBの168ピンDIMMモジュールを使用することができます。システムバスが66MHzの場合には、DRAMスピードは67～100MHzまで使用することができます。システムバススピードが100MHzのとき、100MHz対応SDRAMが必要です。バンク 0,1,2,3に取り付けます。
　168ピンDIMMモジュールは、64ビット幅です。したがって、DIMMモジュールは、6ビット対応のものが必要です。トータルのメモリーサイズは、8 MB～1GBでSDRAMを使用します。DRAMのインストール場所については、図 3.1を参照してください。 DIMMモジュールのピン1をソケットのピン1に合わせて取り付けます。DRAM DIMMモジュールをソケットに垂直に差し込んでください。間違った向きでは、性格に差し込むことはできません。
3.5. CPUスピード設定
　システムバススピード66 / 100MHzはディップスイッチで設定します(SW)。お使いのCPUに応じて設定してください。 
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symbol 77 \f "Wingdings" \s 10 \h
CPUは、精密な電子部品で、静電気などにより、簡単に損傷を受けます。取り付けなどの際には、コネクター部には触れないようにしてください。
3.6. CMOS RTC & ISA CFG CMOS SRAM

　外部バッテリーでデーターを保存するRTC & CMOS SRAMを搭載しています。RTCはリアルタイム クロック機器で、日付や時間を保存しています。CMOS SRAMは、システム環境を保存するために使われています。この保存されたデーターによりシステムがOSを正常に起動できるのです。バッテリーの有効期間は5年です。バッテリーが切れたら交換してください。
( バッテリーの取り付けを間違えるとメインボードが損傷します。
( 製造者の推薦する、使用できるタイプのバッテリー以外は使用しないでください。
( 製造者の指示にしたがってバッテリーを取り付けてください。
3.7. スピーカーコネクターのインストール
システムの状態などを示すスピーカーがATの筐体に付いています。4Pins コネクター SPKR にこのスピーカーを接続します。アノードは＋、カソードは－です。
3.8. ハードウェアリセットスイッチコネクターのインストール
パネルにあるRESETスイッチで、ハードウェアをリセットすることができます。リセットスイッチを押すことで、システムの電源を一度切ったかのような再起動を実現します。RESETスイッチは2PINのコネクターで、メインボード上ではRSTと書かれた端子に接続します。
3.9. パワーLEDコネクターのインストール
　筐体のパワーLEDが、システムの状態を表示します。メインボード上のPWRと書かれた端子に接続します。
3.10. IDE & ATAPI機器のインストール
　ATAPI機器も使用できる、2つのエンハンスト PCI IDEポートがあります (IDE1、IDE2)。１つのIDEポートには、2つの ATAPI機器を取り付けることができます。合計で4つまでのATAPI機器を取り付けることができます。また、 HDは、ATAPI機器のアクティブLEDポートです。
3.11. 周辺機器のインストール
　I/O機器とジャンパーの設定をした後、メインボードを筐体に取り付けてください。メインボードのインストールを終了するには、拡張カードなどの機器をインストールします。最低、ディスプレイカードなどが必要です。また、PCIカードを取り付ける場合には、4つのPCIスロットのどこに取り付けても構いません。
3.12.
キーボード & PS/2マウスのインストール
　本メインボードは、PS/2マウスをサポートしています。BIOSは、PS/2マウスを自動認識します。PS/2マウスが検出されると、自動的にIRQ12を割り当てます。周辺機器などをすべてインストールした後、システムの電源を投入してください。
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Dual BIOS Utility V6.60.g.01K�
�
(C) 1999, Gigabyte Technology Co., LTD.�
�
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�
Wide Range Protection�
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Halt On BIOS Defects�
:Disabled�
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Auto Recovery�
:Enabled�
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Boot From�
:Main BIOS�
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BIOS Recovery �
:Main to Backup�
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F3: Load Default�
F5:Start BIOS Recovery�
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F7: Save And Restart�
F9:Exit Without Saving�
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        Award Modular BIOS v 4.51PG, An Energy Star Ally�
��
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        Copyright (C) 1984-98, Award Software, Inc.�
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Intel 440BX AGPSet BIOS for BX2000 Vx.x�
�
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Check System Health ok , Vcore =2.00V�
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Pentium II-MMX CPU at 400MHz�
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<CPU ID:0652 Patch ID:0014>�
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Memory Test :16384K OK�
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Award Plug and Play BIOS Extension Vx.x�
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Copyright (C ) 1998, Award software, Inc.�
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Press DEL to enter SETUP�
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